
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 観光関連事業者支援について  

●現在のコロナ禍で特に深刻な打撃を受けた業種は、

宿泊、旅行会社、貸切バス、土産物、飲食店などの事

業者である。令和元年と 2 年を比較すると福岡空港、

博多港からの外国人入国者は 268万人から 32万人、

マリンメッセの稼働率は 83.3%から 14.7%、宿泊施設稼

働率は 76.9%から 34.8%に。更に貸切バスは令和元年 6

月と 3年 6月の輸送人員は 76%減、運輸収入は 82%減

など壊滅的な数字となっている。 

観光・集客の推進で都市を盛り上げてきた福岡市だか

らこそ観光関連事業者への福岡市による独自支援を

実施すべき。 

＊局長から、各業種の状況を注視しながら貸切バス

を活用した団体旅行を促進するなど福岡市独自の

支援策について検討する、と答弁。 

 

 ① SDGｓ認証について  

●持続可能な社会実現という SDGｓ達成に向けて全国では

自治体が SDGｓ達成に向けて取り組む事業者を登録・認

証する制度が始まっている。自治体が事業者を登録・認証

をすることで SDGｓに積極的に取り組んでいるとの認知度

が向上し取引先からの信用度が増し、商談で受注のポイ

ントになるなど効果が大きい。 

地元企業等を支援するため福岡市 SDGｓ推進事業者の認

証制度を創設すべき。 

＊高島市長から、認証制度を含め SDGｓの達成に積極的
に取り組む企業等を応援する仕組みについてしっかり
と検討する、と答弁。 

 

 ② 「ボトル toボトル」リサイクルについて  

●海洋プラスチックごみ、気候変動問題などプラスチックの

資源循環を一層促進する重要性が高まっている。 

福岡市が回収するペットボトルを再びペットボトルに再生さ

せる「ボトル toボトル」リサイクルを実施すべき。 

●福岡市としてプラスチックごみの分別回収を実施すべき。 

＊高島市長から、「ボトル toボトル」リサイクルの試行実
施に向けしっかりと検討を進める、と答弁。 

＊プラスチックごみの分別回収はまずはモデル事業を実
施する方向で検討を進める、と答弁。 

 

 ③ 浸水対策の強化について  

●福岡市は平成１１年６月の大規模浸水被害を契機にレイン

ボープラン博多・天神、雨水整備 DOプランを進めている。

しかしながら近年の地球温暖化の異常気象による局地的

大雨被害に備え新たな大規模貯留管など整備水準を上げ

るべき。 

●現在博多駅地区では内水氾濫危険水位に達した場合に

福岡市防災メールで登録者に配信している。 

一人でも多くの市民や来街者がリアルタイムで確認できる

仕組みや、天神地区、地下鉄駅などへも拡大すべき。 

＊局長から、新たな地区の検討を進め浸水安全度向上に

向けしっかり取り組む、と答弁。 

＊下水道水位情報については防災メールに加え今年の

梅雨時期までに市民や来街者がホームページでリアル

タイムに見れるよう速やかに検討を進める、と答弁。 

 
お問い合わせはこちら 
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福岡市議会・令和３年第 6 回定例会
(12 月議会)で提案・要望！(R3.12.18) 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎生活環境委員会･副委員長(道路下水道局･環境局･水道局･消防局･交通局の5局) 
◎少子・高齢化対策特別委員会 ◎文化・スポーツ振興推進協議会   
◎福岡地区水道企業団議会・議長  
●公明党福岡県本部：幹事・党員学習委員長 ●公明党福岡市議団：総務会長 

日々の出来事や活動など、ブログ(Twitter・Facebook)で更新中です！ 

“高木勝利”と検索下さい。 

昭和38年9月生れ。昭和61年、西鉄旅行に入社後17年4か月間勤務。衆議院議員
神崎武法秘書を経て平成23年4月に福岡市議会議員に早良区より初当選。平成
31年4月3期目当選。防災士。福岡市早良区原4丁目在住。 

 

 

≪議会質問での提案・要望により令和４年度実現へ≫ 

Well-being 及び SDGs 推進事業の実施 

推進事業 

及び 

アピアランスケア推進事業の実施 

要介護状態改善等評価事業の実施 市有施設の再エネ由来電力の購入促進 

「ボトル toボトル」リサイクルの実施 消防の映像通報システム導入 

福岡地区水道企業団議会(R4.2.3) ともてらす早良オープン(R3.11.6) 

福岡市新災害対策本部(R4.1.14) 公明党令和 4 年度予算要望(R3.12.14) 

原団地自治会の餅つき(R3.12.19) 

七隈線新車両 3000A 系(R4.2.3) 

働く人の Well-being（満足度や充実度など）の向上、

及び SDGｓの達成に向けて取り組む企業等を応援する

登録制度を創設。【R3.12月議会本会議で提案】 

 

 

 

誰もが安心して暮らしやすいまちへがん患者等への

経済的な負担軽減施策として医療用ウィッグや補正

具等の購入費用の助成を開始。【H28.6月議会で提案】 

 

 

 
介護予防の推進として要介護度や ADLの改善等に取

り組む介護事業所、及び利用者を評価し表彰等を実

施する事業を開始。【H30.9月議会本会議で提案】 

【H30.9月議会】 

 

 

 

カーボンニュートラル実現へ、庁舎・学校・上下水度

施設などの市有施設の使用電力が再生可能エネルギ

ー由来の電力に切替え。【R3.3月予算議会で提案】 

 

 

福岡市が回収するペットボトルを再びペットボトル

に再生させる「ボトル to ボトル」を開始。合わせて

プラごみ拠点回収も実施。【R3.12議会本会議で提案】 

 

 

 

消防・救急の充実へ通報者がスマホ等で撮影した災害

現場の映像を指令センターにリアルタイムで伝送す

る映像通報システム構築。【R3.6議会本会議で提案】 

 

 

   

 
 

 

≪日々の活動報告≫ 


